
 
 

 

 

 

 

 

 

環境分野の政策実施機関である環境再生保全機構（神奈川県川崎市、理事長／福井光彦）は、

10 月 16 日（金）に浦安市内で、第 25 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会と

共催により、ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の認知度の向上、早期発見、重症化防止を目的と

した、「市民公開講座 健康寿命と肺の健康を考えよう」を開催します。 

 

ＣＯＰＤは、大気汚染やタバコの煙などの有害物質を長期間吸い込むことによって気道や肺

に炎症が生じる病気で、全世界の死亡原因の第４位となっています。主な症状はせき、たん、

息切れで「肺の生活習慣病」とも言われており、進行する前に発見し、早く治療を開始するこ

とが大切です。市民公開講座では、講演により正しい知識を提供するとともに、早期発見に役

立つ肺機能測定を行います。 

 

環境再生保全機構は、公害健康被害予防事業として、大気汚染の影響による健康被害（ぜん

息・ＣＯＰＤ）の発症・悪化の防止、健康の回復等に関する知識の普及・啓発事業、パンフレ

ットの作成や講演会などの開催を行っています。詳細は、環境再生保全機構ホームページ

（http://www.erca.go.jp/yobou/）をご覧ください。 

 

【開催概要】（詳しくは別添チラシ参照） 

日 時 

平成 27 年 10 月 16 日（金） 

14：00－15：50 

会 場  

東京ﾍﾞｲ舞浜ﾎﾃﾙ ｸﾗﾌﾞﾘｿﾞｰﾄ 

「インペリアルホール」 

（千葉県浦安市舞浜 1-7） 

 

定 員 講演 500 名 ※事前申込制  参加費 無料 

 

【報道発表資料】 
独立行政法人 環境再生保全機構

講 演 

・「スマートウエルネスシティ浦安を目指して」 

松崎 秀樹 氏（浦安市市長） 

・「肺年齢を若返らせる禁煙」 

津田 徹 氏（霧が丘つだ病院・久留米大学医学部臨床教授） 

・「健康寿命を延ばす COPD のマネジメント法」 

植木 純 氏（順天堂大学医療看護学部長・大学院医療看護学研究科教授）） 

 

やってみよう！呼吸を楽にする呼吸ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ体験 

 佐野 裕子 氏（順天堂大学大学院医学研究科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学） 

 

測ってみよう！肺年齢（定員：110 名） 

・ｽﾊﾟｲﾛﾒｰﾀｰを使用し、肺機能の測定を行います。 

※好評につき、申込者数が定員に達しました。 

＊当日取材を希望される方は、平成２７年１０月１４日（水）１７時までに連絡先電話番号

（044-520-9567）までお問い合わせください。 

平成 27年 10 月 5 日（月） 連絡先 044-520-9567

独立行政法人 環境再生保全機構 予防事業部 

事業課長 森田 将義 

担  当 西村 鮎美  

＜COPD 市民公開講座 開催のご案内＞ 
第 25回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会 

市民公開講座 






